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＜連絡事項＞
・退院支援、調整について、家族や支援者宛に連絡が出来ていない職員は早急に実施すること。また上記について近日中に各PSWと情報交換する機会を作って頂く予定。

＜患者様連絡事項＞
・川村　貴美代様、若菜　登様、中村　徳子様が計画相談　ひかりの安田氏と面会している。

・板橋　利美様～本人から兄様に電話連絡している。8/6の八戸市立市民病院受診の際にどこの病院で手術をするか決めるため、現時点での手術同意書はないが、兄様は手術同意・承諾はして下さるとのこと。また現在車椅子をレンタルしているが、請求書が自宅に届き処理する手続きの手間があるため、近日中に兄様が本人用の車椅子を購入して持参されるとのこと。病院受診の付き添いは職員で行って欲しいが、何かあれば電話での応対は可能とのことであった。

＜要注目患者様＞				
[bookmark: _GoBack]・川村　貞子様～詰所に来られて「職員のお茶の渡し方、非常識です。何なんですかあれ。お盆にお茶をのせて患者に取らせるなんてありえない。普通は直接手渡しします。痙攣があることに対しても水を飲めばいいなんて、そんなんで治ったら博士なんていらないよ。だから医学書院で勉強させろって言ってるんです」と一方的に不満を訴えている。都度話を傾聴することで他患者様への影響なし。引き続き、対人トラブル発生に注意して看ていくこと。

・中村　豊様～特定男性患者様に詰め寄る行為や頻回な確認行為、易怒性あり、話を傾聴後に頓服を使用している。対人交流の方法について助言しているが、反応は表面的。引き続き対人トラブル発生に注意して看ていくこと。

＜皮膚科診察情報＞
・向井　敦子様～①②③特変なし。同処置継続指示あり。デルモゾールＤＰローション2本、ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方指示あり。

・十日市　由紀子様～頭部に痒みあり、デルモゾールDPローション1本処方、塗布の指示あり。

・五日市　規様～両踵潰瘍著明。同処置継続の指示あり。

・若菜　登様～①左足背に再燃　②左右耳周囲に紅斑、落屑あり、急性湿疹の状況。同処置継続、デルモゾールPD軟膏2本処方指示。

・高橋　康満様～①腰背部の発赤著明に軽快。同処置継続。1×1.5cmの表皮剝離局面。テラマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示。

・藤井　純子様～①両手掌、足踵治癒。②3～4日前より四肢等に掻痒、軽度発赤あり。掻痕あり、薬疹疑い。ラモトリギン内服は中止し、タベジール（1）2Ｔ　2×朝・夕食後処方、デルモゾールＤＰクリーム2本処方指示。

・久保田　タツ子様～①両踵著明に軽快　同処置継続。②肛門周囲、臀部に発赤、湿潤局面あり。エキザルベ2本処方、塗布指示。

 ＜村上Dr.患者様診察情報＞
・中野渡　鉄男様～診察にて園芸にも参加し体調に変わりないことを報告している。新たな指示なし。

・高橋　康満様～体調変わりなく過ごしていること、背部の表皮剥離に対して皮膚科処置を継続していることを報告する。新たな指示なし。

・久保田　タツ子様～主治医からの声がけに頷いている。退院支援を強化するよう指示あり。
